





























　潜在記憶の初期の研究において， Graf & Schacter（1985）は，潜在記
憶を「『記憶が想起された』という意識的な自覚を伴わない（recollection 
without conscious awareness）記 憶」で あ る と 定 義 し た。Schacter, 
Bowers, & Booker（1989）や Hirst（1989）は，この定義には「意図的
な想起か否か」という想起の意図性と，「過去経験から得られた表象であ
るいう自覚や感覚があるかどうか」という想起意識の二つが含まれていて
多 義 的 で あ る と 批 判 し た。現 在 で は，顕 在 記 憶 の 無 意 図 的 な 想 起




て 潜 在 記 憶 が 定 義 さ れ て い た と い う こ と で あ る。Graf & Schacter










な く，こ の 時 期 の シ ス テ ム 論 に 共 通 に 見 ら れ る。例 え ば， Tulving
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（1985a, 1985b）は，エピソード記憶・意味記憶・手続き記憶の 3 つの記
憶システムから成るシステム論を提唱した。そして，この 3 つの記憶を，
それぞれ質の異なる想起意識によって定義づけた。そこは，「いつ，どこ











提 唱 さ れ た（処 理 論 の レ ビ ュ ー と し て Roediger III, 1990）。例 え ば 
Blaxton（1989）は，学習時やテスト時の課題がデータ駆動型処理（data 
driven processing）か概念駆動型処理（conceptually driven processing）
かという処理の質の違いと，学習時からテスト時への転移適切性処理の原












































































ネ ン ト の 枠 組（component process framework: Roediger, Buckner, & 






































































































記 憶 で は な く，無 自 覚 的 な 再 認 recognition without conscious 
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